
３ 算数・数学科

(1) 算数・数学科における思考力・判断力・表現力の育成と評価の実態

ア 言語活動の充実の考え方

算数・数学科における思考力・判断力・表現力を育んでいくためには，数学的な表現を用いて

解決の方法を考えたり，自分の考えを筋道立てて説明したりする活動や，根拠を明らかにしなが

ら自分の考えを分かりやすく説明したり，互いに自分の考えを表現し伝え合ったりする活動など

を，１単位時間の学習過程において，学習する内容を基に適切に設定し，言語活動を充実するこ

とが大切である（表５）。

表５ １単位時間の学習過程における言語活動例

学習過程 言語活動例

課題把握の段階
○ 学習課題からその事象の意味を分析する活動

○ 試行し，既習と未習とを意識し，問題点を明らかにする活動

相互解決の段階
○ 言葉や数，式，図，表，グラフなどの数学的な表現を用いて，

自分の考えを伝え合う活動

振り返り・まとめの段階
○ 自分の考えの深まりや相手の考えのよさを説明し，学習を振

り返り，まとめる活動

特に，自分の考えを伝え合う活動に取り組ませる場合は，伝え合う内容や児童生徒の実態に応

じて，数学的な表現を用いて自分の考えを表現させることやペア学習・グループ学習などを位置

付けることなど，言語活動の充実について検討することが大切である。

イ 実態調査の結果と考察

平成23年度の実態調査の結果から，次の点

が明らかになった。

「思考・判断・表現」に関する評価は，ど

の校種も「記述式のテスト」，「授業中のノー

トやワークシート」を中心に取り組まれてい

る。また，授業中の児童生徒の発言や話合い

の内容による評価は，小学校や特別支援学校

でよく取り組まれているのに対し，高等学校

では30％程度の取組にとどまっている（図20）。

「思考・判断・表現」の評価は，指導に生か

すために，どの校種においても児童生徒の考

えを授業中に見取る評価方法を検討すること

が課題であると考えられる。

評価の判断については，中学校の60％以上

で，判断するための基準を定めて評価に取り

組んでいるのに対し，他の校種では，評価規

準を用いて評価している学校が多い（図21）。

しかし，自由記述による回答によると，「思

考・判断・表現」の評価を評価規準で判断し

ている教師の意識は，判断するのに迷ったり，

図 20 算数・数学科における評価の資料
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図 21 算数・数学科における評価の判断

オ 授業後に記述した振り返りシート（自己
評価）

カ 学習の成果を蓄積したファイル（ポート
フォリオ）

キ その他

100（％）

ア 記述式のテスト（市販のテスト，定期テ
スト，自作の小テスト等）

イ 授業中のノートやワークシート

ウ 調べたことや考えたことなどを書いたレ
ポートなど

エ 説明や発言，話合いの内容（説明，討論
など）
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主観的な評価になっていると感じたりしており，「思考・判断・表現」の評価に対して不安感を

抱いているという実態があった。このことから，評価規準と併せて，判断の基準となるものの設

定についても課題であると考えられる。

(2) 算数・数学科における「思考・判断・表現」の評価

ア 「思考・判断・表現」の観点

この観点の評価に当たっては，「数学的な考え方」「数学的な見方や考え方」の評価を確実に進

めることが大切である。正しく答えを求めたり，式に表現したりするだけで評価するのではなく，

図や表，グラフなどの数学的な表現を用いて説明したり，論述したりするなどの言語活動を通し

て，総括的に評価することが適切である。また，現行の学習指導要領から，「数学的な考え方」「数

学的な見方や考え方」に関する評価の趣旨の中に，「そのことから考えを深めたりする」「その過

程を振り返って考えを深めたりする」と新たに付け加えられており，その内容も加味して評価す

ることが大切である。

校 種 評価の観点 趣 旨

小学校 数学的な考え方

日常の事象を数理的に捉え，見通しをもち筋道立てて考え表

現したり，そのことから考えを深めたりするなど，数学的な考

え方の基礎を身に付けている。

中学校
数学的な見方や

考え方

事象を数学的に捉えて論理的に考察したり，その過程を振り

返って考えを深めたりするなど，数学的な見方や考え方を身に

付けている。

高等学校
数学的な見方や

考え方

事象を数学的に考察し表現したり，思考の過程を振り返り多

面的・発展的に考えたりすることなどを通して，数学的な見方

や考え方を身に付けている。

「思考・判断・表現」を評価することは，事象を数学的な推論の方法を用いて論理的に考察す

るなどの思考・判断した内容と表現する活動とを一体的に評価することを意味している。

イ 「判断基準」の設定の在り方

「数学的な考え方」「数学的な見方や考え方」に対する評価については，知識や技能が正しく

活用されていることだけでは，評価として不十分である。事柄と事柄を結び付けている状況を把

握するために，言葉や数，式，図などに表現させたり，根拠を明らかにしながら分かりやすく説

明させたりするなどして評価することが大切である。

そこで，算数・数学科においても，具体的な「判断の要素」及び「判断基準」を設定すること

で，児童生徒の思考状況を適切に見取ることができるとともに，その状況に応じた具体的な指導

ができると考える。「判断基準」の設定に当たっては，単元の評価規準を基に，次のような手順

で行う。

評価規準の作成

「数学的な考え

方」「数学的な見方

や考え方」の趣旨

と目標を踏まえて

作成する。

児童生徒の具体的な

表現例の予想

児童生徒の思考状

況を見取れるように

するために，「判断基

準」を満たす表現例

を予想する。

「数学的な考え方」「数学

的な見方や考え方」の「判

断の要素」及び「判断基準」

の設定

評価規準の達成の度合

いを判断できるようにす

るために，「評価規準」を

分析し，「判断の要素」及

び「判断基準」を設定する。

指導と評価（補充・

深化指導）

「判断基準」への

到達に向けて，補

充・深化指導を具体

化する。
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【「判断基準」の設定例 （中学校第２学年単元「連立方程式」）】

評価規準【数学的な見方や考え方】

連立二元一次方程式を解く過程を振り返り，加減法による求め方を分かりやす

く説明することができる。

評価時期及び評価の対象

○ 14 時間構成の第２時

○ 自力解決において，図での操作と式での解き方を考えている場面や発表して

いる場面で評価する。

○ ワークシートに記述した図や式，グループ学習における発言等を観察する。

判断の要素

ア 一方の図を消去すること

イ 一方の文字を消去すること

尺度 判断基準

Ｂ

ア 図を使って一方の図を消去することにより，解を求め，説明するこ

とができる。

イ 立式して，一方の文字を消去することにより，解を求め，説明する

ことができる。

（予想される生徒の表現例）

ア

ホットドッグ：○ホ，アイスクリーム：□ア とする

商品とその値段の関係を図に表す→ ○ホ○ホ○ホ□ア□ア＝980円 ○ホ□ア＝380円

○ホ○ホ○ホ□ア□ア＝○ホ＋○ホ□ア＋○ホ□ア＝○ホ＋380＋380＝980 だから○ホ＝220円

□ア＝380－○ホ よって□ア＝160円

イ

ホットドッグ1個の値段をx円，アイスクリーム１個の値段をy円とおく
３x＋２y＝980…①，x＋y＝380…②
①－②×２
３x＋２y＝980 x＝220 を②に代入する

－）２x＋２y＝760 220＋y＝380
－）２x＋２y＝220 y＝160

Ｃ状況の

生徒への

指導

【アへの補充指導】

・ 商品とその値段の関係を簡単な図に置き換えて，表現させる。

・ ホットドッグ１個とアイスクリーム１個を一つのまとまりとして捉

えて，考えさせる。

【イへの補充指導】

・ 図の上に文字カードを置き，文字と図との関係を視覚的に理解しや

すくする。

・ 二つの文字のどちらかを消すために，どちらかの商品の個数をそろ

えればよいことに気付かせる。

Ａ
・ 図を使った考え方と式を使った考え方の共通点や相違点を述べるこ

とができる。

Ｂ状況の

生徒への

指導

【深化指導】

・ 分からない数が二つある場合，どのように答えを求めたか，振り返

らせる。

(3) 「判断基準」に基づく指導と評価

ア 「判断基準」に基づく指導の考え方

「判断基準」に基づいた指導をするために，単元内において「数学的な考え方」「数学的な見

方や考え方」が評価しやすい指導内容を明らかにし，どの場面でどのような方法で評価するのか

を検討することが大切である。また，「判断基準」の設定と併せて，児童生徒の表現例を予想す

ることで，どのような指導をすればよいか具体的な手立てについて考えることができる。

例えば，小学校第４学年単元「面積」では，表６のような「判断基準」や児童の表現が予想さ

れる。

数学的な表現

本時の「数学
的な見方や考
え方」に関連す
る内容を基に
作成する。

評価規準の
中にある解決
方法に関わる
要素の部分を
明確にする。

判断基準Ｂ
の考えが数学
的な表現で表
出されること
を念頭に置き，
具体的な生徒
の表現例を予
想する。

判断基準Ｂ
を更に細かく
みたり，新たな
視点を加えた
りして基準を
設定する。

評価の時期
と場面，評価の
対象と方法を
明確にする。

判断の要素
の各項目につ
いて，「おおむ
ね満足できる」
状況として具
体化する。

判断基準Ｂ
を達成できな
かった生徒に
対しての，補充
指導を具体化
する。

判断基準Ｂ
に到達した生
徒に対する深
化指導を具体
化する。
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表６ 小学校 第４学年単元「面積」における「判断基準」と予想される児童の表現例

評価規準 複合図形の面積が，長方形や，長方形の和や差で求められると考えている。

判断の

要 素

ア 複合図形を二つの長方形（正方形）で構成されていると捉える。

イ 複合図形を大きな長方形（正方形）と，もともとなかった部分の長方形（正方形）で構成

されていると捉える。

判断

基準

Ｂ

ア 複合図形の面積を求めるためには，二つの長方形（正方形）に分ければ

よいと考え，長方形（正方形）の面積を求める公式を用いて面積を求める。

イ 複合図形の面積を求めるためには，大きな長方形（正方形）からもと

もとなかった部分の長方形（正方形）を取り除けばよいと考え，長方形

（正方形）の面積を求める公式を用いて面積を求める。

Ａ

○ 判断基準Ｂを基に，新たな考えを加えて計算で面積を求める方法を考えている。

○ 本時の考えを使って面積が求められる複合図形を考え出したり，実際に面積が求められるか

検討したりしている。

Ｂ状況であると予想される児童の具体的な表現例

判断基準Ｂ 図 言葉 式

判断基準Ｂ
のアから導
き出した考
え

図形を縦に切り，二つの長方形と考えます。それぞ

れの長方形の面積を，公式を使って計算すると，20 ㎠

と 12㎠になるので，二つの面積を足すと，32㎠です。

４×５＝20（㎠）
４×３＝12（㎠）
20＋12＝32（㎠）

図形を横に切り，二つの長方形と考えます。それぞ

れの長方形の面積を，公式を使って計算すると，８㎠

と 24㎠になるので，二つの面積を足すと，32㎠です。

２×４＝８（㎠）
３×８＝24（㎠）
８＋24＝32（㎠）

判断基準Ｂ
のイから導
き出した考
え

縦が５㎝，横が８㎝の長方形の面積を求めると，40 ㎠

になります。もともとなかった部分の長方形の面積は８㎠

になるので，40㎠から８㎠を引くと，32㎠です。

５×８＝40（㎠）
２×４＝８（㎠）
40－８＝32（㎠）

表６のような児童の表現を予想するためには，本時の内容の分析と併せて，本時に関連する主

な既習内容を明らかにすることが大切である（表７）。そ

うすることで，本時に至るまでの主な既習内容について

の具体的な指導を表８のように考えることができる。

表８ 本時に至るまでの具体的な指導（例）

本単元に至る

までの指導

広さに対する概念が身に付いているか，量には加法性や保存性があることを理解している

か，児童の実態を把握し，授業や家庭学習等での学び直しの機会を設定する。

本単元におけ

る本時に至る

までの指導

広さのあるものの上に１㎠を敷き詰めたり，大きさが１㎠になる図形をかいたりする活動

に取り組ませ，量の加法性や保存性についての理解を深めさせる。１㎠を敷き詰めた長方形

や正方形の面積の求め方を理解させ，利用させる中で公式のよさに気付かせる。

イ 「思考・判断・表現」の見取りと補充・深化指導

「思考・判断・表現」は，児童生徒が自分の考えを表出しやすい場（見通しをもたせる場，自

力解決の場，自分の考えを説明する場等），学年や児童生徒の実態，内容等に応じて，考えが見

えやすい方法（操作的表現，図的表現，言語的表現，記号的表現等）で表現させ，見取るように

する。補充指導は，本時に関連する既習

内容（表７）の側面から，表９のような

指導により，判断基準Ｂから導き出した

考えに気付かせていく。深化指導は，判

断基準Ａを踏まえて，新たな解決方法や

本時で見いだした考えと，これまでに学

んだ考えとの関連性に気付かせたり，活

用できる場面や内容を発展的に考え出

させたりするような指導を行う。

表９ 具体的な補充・深化指導（例）

補
充
指
導

・ どのような図形だったら計算で面積を求めることが

できるのか考えさせる。

・ 複合図形に線を引かせ，複合図形の中から長方形や

正方形を見付けさせたり，つくらせたりする。

深
化
指
導

・ 判断基準Ｂのア，

イ以外に，新たな求

め方を考えさせる。

・ 本時の考えを使っ

て求められる，他の

複合図形を考えさ

せる。

切った長方形を移動

する。

８×４＝32

表７ 本時に関連する主な既習内容

① 広さに対する概念（１，４年）

② 量の加法性，保存性（２，３，４年）

③ 長方形や正方形の面積の求め方（４年）

５㎝

４㎝

８㎝

３㎝
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(4) 各学校の実践例

ア 小学校第６学年 単元「立体の体積」

(ア) 単元及び本時の概要

本単元では，既習の直方体の求積公式を新しい視点で捉え直し，角柱や円柱の求積公式を導

き出すことをねらいとしている。本時では，四角柱や三角柱の求積方法について算数的活動を

通して「底面積×高さ」とまとめ，これを統合的に角柱の求積公式として一般化する。

(イ) 単元の評価規準

算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての知識・理解

直方体以外の四角柱や

三角柱など，いろいろな

角柱や円柱の体積の求め

方を見いだそうとしてい

る。

既習の直方体の体積の

求め方を見つめ直し，底面

積と体積との関係から角

柱や円柱の求積公式を導

き出している。

角柱や円柱の求積公式

を正しく適用して体積を

求めている。

角柱や円柱の体積は，

「底面積×高さ」で求めら

れる原理を理解している。

(ウ) 「判断基準」

評価時期及び評価の対象

○ ５時間構成の第２時 ○ 四角柱の求積方法に関する記述とその説明を基に評価する。

尺度 判断基準

Ｂ

○ どのような四角形でも長方形に変形できることから，どのような四角柱も「底面積×高さ」で求

積できることに気付き，説明することができる。

（予想される児童の表現例）

・ 底面が台形の四角柱でも，台形は長方形に変形できるから直方体の求積公式「底面積×高さ」と

考えて計算することができる。

・ 底面がひし形の四角柱でも，ひし形は長方形に変形できるから「底面積×高さ」が使える。

・ どのような四角柱の体積も「底面積×高さ」で求められる。

Ａ
（判断基準Ｂに加えて）

○ 求積方法を考える図形を四角柱から五角柱，六角柱に拡張し，等積・倍積変形の考えや，四角柱

の求積方法から類推的に「底面積×高さ」を活用しようとしている。

※ Ｂ状況，Ｃ状況の児童に対する補充・深化指導については，(オ)考察で述べる。

(エ) 本時の実際

過程 学習活動 教師の働き掛け
◎「思考・判断・表現」の評価

補 補充指導 深 深化指導

導

入

１ 学習課題と出合う。

底面が平行四辺形の四角柱

の体積を求めましょう。

２ 学習問題をつかむ。

四角柱の体積は，どのように

して求めればよいのだろうか。

○ 底面に斜辺のある平行

四辺形の四角柱を取り上

げ，四角柱の求積公式の

一般化を目指す学習問題

に焦点化する。

展

開

４ 底面が平行四辺形の四角柱の体

積の求め方を考える。

(1) 直方体に変形する。

(2) 直方体の求積公式を適用して

体積を求める。

５ 底面が台形やひし形の四角柱の

求積方法を考える。

６ 三角柱の求積方法を考える。

○ 底面が平行四辺形の四

角柱も直方体に変形すれ

ばよいことに気付かせる

ために，既習内容である

等積・倍積変形によって

面積を求めたことについ

て想起させる。

補 平行四辺形や台形などを長

方形にする方法を想起させる。

補 紙の図形を提示し，長方形に

なるように実際に切らせる。

◎ 面積の学習で学んだ，等積・

倍積変形を使って，四角柱を直

方体に変形できることを説明で

きたか。

終

末

７ 角柱の求積公式を一般化する。

角柱の体積＝底面積×高さ

○ 底面が五角形や六角形

の体積の求め方を既習の

図形に変形できることを

基に，説明させる。

深 底面が五角形，六角形の体積

の求め方を考えさせる。

◎ 角柱の求積公式をまとめるこ

とができたか。
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２×３÷２×５と式

化した児童への指導

公式を利用して求

めているが，なぜそ

の式でよいのか説明

させる場を設定し，

その内容でＢ状況で

あるのかを見取るよ

うにした。

２×３×５÷２と式

化した児童への指導

倍積変形の考えを

使っていることが見

取れたので，補充指導

として，底面積×高さ

という考えだとどの

ような式になるのか

考えさせた。

(オ) 考察

○ 「判断基準」による指導

「判断基準」に基づき，四角柱の体積の求め方を考えさせたり，説明させたりする際，本

時に関連する既習内容（等積・倍積変形の考えなど）に着目させた。その結果，底面がいろ

いろな形をしている四角柱は直方体に変形できることについて見通しをもったり，「底面積×

高さ」の公式で求積できることに気付き，根拠をもって説明したりすることができた。

○ 「判断基準」による見取りと補充・深化指導

補充指導では，自力解決に向けて既習内容と関

連付けて考えることができない状況にある児童

に対して，四角柱の体積の求め方に気付かせるた

めに，事前に渡していた「おたすけマンカード」

（図22）を参考にさせ，等積変形・倍積変形につ

いて想起させた。さらに，平行四辺形はどこを切

って移動すれば長方形に変形できるか，実際に図

形を操作させる活動などにも取り組ませた。

角柱の体積の求め方「底面

積×高さ」について理解し，

説明できるかを見取るために，

図23のような三角柱の体積を

求めさせた。式だけでなく，

質問などからも児童の考えを

見取り，指導に生かした。

深化指導では，五角柱や六角柱の体積の求め方につい

て，グループで考えさせた。児童はノートに五角柱や六

角柱を作図しながら話し合い，図 24 のように補助線を

引けば，五角柱や六角柱は四角柱や三角柱に分けられる

こと気付いた。そして，五角柱も六角柱も「底面積×高

さ」と考えてよいことを，図を使って説明していた。そ

の姿から，Ａ状況であることを見取ることができた。

(カ) 成果と課題

○ 「判断基準」を作成することで，本時での数学的な考え方について具体的な分析ができ，

それに焦点を当てた教材研究を行うことができた。また，どの場でどのような方法で，評価

するかを明確にすることができた。

○ 問題解決に必要な既習内容を一覧表にまとめたもの（おたすけマンカード等）を作成し，

それを基に，既習内容を振り返らせることが補充指導につながった。

△ 「判断基準」を用いた評価をする場では，評価と指導をより充実させることができるよう

に，じっくりと考えさせる時間を確保する必要がある。また，より一層思考を深めるために

ペアやグループなど学習形態を工夫する必要がある。

△ 補充・深化指導を限られた時間で行うための効率的な評価方法について，更に研究してい

く必要がある。

図 24 体積の求め方についての児童の考え

底面が台形の四角
柱に分けられます。

三つの三角柱に分け

られるので，底面積×
高さで求められます。

図 22 おたすけマンカード
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イ 中学校第２学年 単元「一次関数」

(ア) 単元及び本時の概要

本単元は，「関数」領域の「一次関数」の学習である。本時は，「一次関数の利用」で，二

つの数量関係の変化やその特徴から式を求め，グラフをかき，その特徴を説明する学習であ

る。図，表，数学の記号など数学的な表現を用いて互いの考えを説明し合う活動を取り入れ，

一次関数についての「数学的な見方や考え方」の育成を図る。

(イ) 単元の評価規準
数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 数量や図形などについての知識・理解

様々な事象を一次関数と 一次関数についての基礎的・ 一次関数の関係を 事象の中には一次関数とし
して捉えたり，表，式，グ 基本的な知識及び技能を活用 表，式，グラフを用 て捉えられるものがあること
ラフなどで表したりするな しながら，事象を数学的な推 いて的確に表現した や，一次関数の表，式，グラ
ど，数学的に考え表現する 論の方法を用いて論理的に考 り，二元一次方程式 フの関連などを理解し，知識
ことに関心をもち,意欲的に 察し表現したり，その過程を を関数関係を表す式 を身に付けている。
数学を問題の解決に活用し 振り返って考えを深めたりす とみてグラフに表し
て考えたり判断したりしよ るなど，数学的な見方や考え たりするなど，技能
うとしている。 方を身に付けている。 を身に付けている。

(ウ) 「判断基準」

評価時期及び評価の対象

○ 18時間構成第12時 ○ ワークシートの記述や二つの数量の関係式を求める方法についてグループ

で説明している様子などを基に評価する。

尺度 判断基準

ア 変域ごとに一次関数の式を求めることができる。（点Ｐの位置によって分ける。）

イ 二つの数量の関係を変域に応じてグラフをかき，式と関連させ，その特徴を説明することができる。

Ｂ
（予想される生徒の表現例）

・ 点ＰがＡＢ上，ＢＣ上，ＣＤ上にあるとき，それぞれの三角形の面積（y）を底辺と高さに着目して,

それぞれの式を求める。

・ 点ＰがＡＢ上，ＢＣ上，ＣＤ上にあるときの変域に注意して，求めた式や表からグラフをかく。

（判断基準 Bに加えて）
Ａ
○ 二つの数量の関係を式，図，表，グラフなどと関係付けて，その特徴を説明することができる。

※ Ｂ状況，Ｃ状況の生徒に対する補充・深化指導については，(オ)考察で述べる。

(エ) 本時の実際

過
学習活動 教師の働き掛け

◎「思考・判断・表現」の評価

程 補 補充指導 深 深化指導

１ 本時の学習課題を確 ○ ワークシートに図をかかせ，面積の変 補 デジタル教材で点Ｐの動きを全

認する。 化を考えさせる。 体で確認する。

導 ２ 面積がどのように変 【学習課題】

化しているかを，図形

を使って考える。 右の図の長方形ＡＢＣＤで，点ＰはＡを出

発して，辺上をＢ，Ｃを通ってＤまで動く。

入 点ＰがＡから xcm 動いた時の△ＡＰＤの面

積を ycm
2

として，△ＡＰＤの面積はどのよ

うに変化するだろうか。

３ △ＡＰＤの図形を， ○ 変域について確認し，場合分けをして 補 二つの数量の関係を捉えられな

点Ｐが，辺ＡＢ上，辺 二つの数量の関係に気付かせる。 い生徒には，その関係について表

ＢＣ上，辺ＣＤ上にあ を使って考えるよう指導する。

展 る場合に分け，x と y の 補 三角形の面積の公式を想起さ

関係を式で表す。 ○ 図や表を基に，二つの数量の関係（底 せ，△ＡＰＤの面積と高さの関係

４ 全体で図を確認する。 辺，高さ）がどのように変化しているか を式で考えさせる。

５ 変域を考えながら， に気付かせる。 ◎ 二つの数量の関係が一次関数で

開 グラフをかく。 ○ ワークシートにかかれた図や表，式を あるかどうかを判断し，その変化

基に，グラフをかかせる。 や特徴を説明することができた

６ グループで式やグラ ○ 表，グラフについても，式と関連付け か。

フを確認する。 て考えられるようにする。 深 課題を解決した生徒は，式とグ

７ 全体で確認する。 ラフを関連させ，考察させる。
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(オ) 考察

○ 「判断基準」による指導

「判断基準」に基づき，変域ごとに一次関数の式を求めさせたり，グラフと式を関連付

けさせたりする際に，本時に関連する既習内容（式の求め方，一次関数の特徴など）に着

目させた。その結果，図，式，グラフなどの数学的な表現を用い，△ＡＰＤの面積の変化

について，根拠を明らかにしながら分かりやすく説明することができた。

○ 「判断基準」による見取りと補充・深化指導

「判断基準」を基に，ワークシートの記述や，根拠を明らかにして筋道立てて説明する

活動を中心に，以下のように評価し，指導を行った。

≪Ｂ状況の生徒のワークシート≫

≪Ｃ状況の生徒のワークシート≫

≪Ａ状況の生徒のワークシート≫

(カ) 成果と課題

○ 「判断基準」を設定することで，生徒一人一人の考えを具体的に予想できた。また，補

充指導と深化指導の手立てが事前に準備でき，生徒の思考を深めるために有効であった。

○ 「判断基準」を基に，自分の考えをまとめる活動で表や図，式等を関連させながら，ワー

クシートに記入させたので，生徒間で自分の考えを説明し合う場面が多く見られた。

△ 補充指導を更に充実させるためには，全体での共有化と個別指導とのバランスを考えな

がら指導する必要がある。また，評価と指導をより充実させることができるように，生徒

の実態を細かに分析する必要がある。

≪「判断基準」に基づく見取

り・評価≫

点Pが，AB上，BC上，CD上に

ある場合を踏まえ，図や式な

どと関連付けながらグラフを

かき，グラフと式を基に，そ

の特徴を説明することができ

ていたため，Ａ状況に達して

いると考えられる。

≪「判断基準」に基づく見取り・評価≫

点Pが，AB上，BC上，CD上にあるとき，図

を基に底辺や高さを意識しながら立式できて

いた。また，変域ごとにグラフをかき，説明

できていたため，Ｂ状況に達していると考え

られる。（生徒のかいたグラフは省略）

【深化指導】

○ 課題を解決した生徒には，式とグラフを

関係付けながら説明できるように考察させ

た。

≪「判断基準」に基づく見取り・評価≫

点Pが，AB上，BC上にあるとき，図を基に具体的な数値から

△APDの面積の変化をイメージできていたが，立式できていな

かったので，Ｂ状況に達していないと考えられる。

【補充指導】

○ （底辺）×（高さ）÷２の式を想起させ，△APDの面積と

高さの関係を文字で捉えさせ，式で考えさせるようにした。

○ 二つの数量関係の変化をつかめず，解決の糸口を見いだせ

ない生徒へは，表を基に考えさせるようにした。
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ウ 高等学校第１学年 単元「確率」

(ア) 単元及び本時の概要

ｱ本単元は，確率について理解させ，事象を数学的に考察し処理する能力を育て，数学のよ

ｱさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てることをねらいとしている。

ｱ本時は，確率の基本性質や加法定理を式や図で表現し，互いの考えを説明し合う活動を取り

入れ，確率についての「数学的な見方や考え方」の育成を図る。

(イ) 単元の評価規準

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解

数学的活動を通して， 数学的活動を通して，確率にお 確率において，事象 確率における基本的

確率の考え方に関心をも ける数学的な見方や考え方を身に を数学的に考察し，表 な概念,原理・法則,用

つとともに，それらを事 付け，事象を数学的に捉え，論理 現し処理する仕方や推 語・記号などを理解し，

象の考察に活用しようと 的に考えるとともに思考の過程を 論の方法を身に付け， 基礎的な知識を身に付

する。 振り返り多面的・発展的に考える。 よりよく解決する。 けている。

(ウ) 「判断基準」
評価時期及び評価の対象

○ 11時間構成の第２時 ○ 生徒の発表，ノートを観察し，評価する。

尺度 判断基準

ア 既習事項である集合に関する知識を利用して，確率の基本性質を式や図で表現できる。

イ 確率の基本性質や加法定理について，図を用いて他の生徒に説明できる。

Ｂ （予想される生徒の表現例）

・ 集合における要素の個数を求める考え方と確率を求める考え方は，図に表すと同じである。

・ 一般の和事象の確率を求める考え方は，集合で学習した和集合における要素の個数の求め方と同じ

である。

（判断基準Ｂに加えて）

Ａ ・ 和集合の知識を踏まえ，互いに排反である場合の確率の加法定理と一般の場合の加法定理の違いに

ついて図を使って説明できる。

※ Ｂ状況，Ｃ状況の生徒に対する補充・深化指導については，(オ)考察で述べる。

(エ) 本時の実際

過
学習活動 教師の働き掛け

◎｢思考・判断・表現｣の評価

程 補 補充指導 深 深化指導

１ 既習内容を ○ 簡単な例を踏まえて，集合の内容の復習をさせる。

導 確認する。 【学習目標】

入 ２ 本時の学習 確率の基本性質や確率の加法定理，一般の和事象の確率を考えよう。

目標を確認する。

補 組合せの計算を教科書や補助

３ 和事象・積 問１ 白球５個と赤球３個が入っている袋から， 黒板を使って確認する。

事象や互いに ２個の球を同時に取り出すとき，２個が同じ 補 ｱ図をかかせ，事象を確認する。

排反などの用 色である確率を求めよ。 深 互いに排反である事象と一般

展 ｱ語を確認する。 ○ 問の解説の中で，用語について理解できている の事象について，和事象の確率

か，発問を変えて口頭で確認する。 がどのようになるかを図と式を

４ 確率の加法 問２ １から50までの番号が書かれた50枚のカー 関連付けながら二つの違いに気

開 ｱ定理を用いて ドから１枚引くとき，その番号が３の倍数ま 付かせる。

考える。 たは５の倍数である確率を求めよ。 ◎ 確率の加法定理，一般の和事

○ 確率の計算方法を確認するとともにペアで互い 象の確率を理解し，図と関連さ

の解答方法を確認させる。 せながら説明することができた

か。
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(オ) 考察

○ 「判断基準」による指導

「判断基準」に基づき，式を求めたり，図をかかせたりして考えさせる際に，本時に

関連する既習事項（集合における要素の個数を求める考え方，共通部分・和集合の考え

方など）に着目させた。その結果，式と図を関連付けて考えるようになり，確率の加法

定理などについて根拠を明らかにしながら分かりやすく説明することができた。

○ 「判断基準」による見取りと補充・深化指導

「判断基準」による見取りを行うために，生徒の思考の過程が残るように黒板やノー

トに記述させる。式だけでなく図に表すことで二つの違いについて理解し，説明できた

かどうかについて評価する。各学習過程の段階で，適宜補充指導や深化指導を行う。

生徒による板書では,特に大きな間違いについては見られなかった

が，「互いに排反であるので」といった確認をしていないなど，細か

な記述が不十分なものが見られたので，補充指導として図25のような

図をかかせることで事象を捉えさせた。また，組合せの計算を振り返

らせるために，教科書で考え方を確認し，公式について補助黒板で説

明を行った。

図25 互いに排反である場合

一般事象についての確率の加法定理において，「積事象の確率

が二重で計算されるため,１回引く必要がある」と反応があり，

式の処理だけでなく図26のような図をかかせることで確認させた。

それにより，互いに排反である事象との違いに気付いた。
図26 互いに排反でない場合

(カ) 成果と課題

○ 「判断基準」を設定することで，評価したい内容について重点的に指導を行うことが

でき，授業計画もスムーズに組み立てることができた。

○ 「判断基準」を事前に検討することによって，既習内容と本時の内容をより関連付け

ることができ，授業の改善ができた。

△ 「判断基準」をどのように設定するかによって，授業のアプローチの仕方が違ってく

るので，系統性や生徒の実態をより把握した上で設定する必要がある。

△ 生徒一人一人の評価を効率的にするための評価方法について，更に研究していく必要

がある。

問１ 白球５個と赤球３個が入っている袋から，２個の球を同時に取り出すとき，２個が同じ色

である確率を求めよ。

問２ １から50までの番号が書かれた50枚のカードから１枚ひくとき，その番号が３の倍数また

は５の倍数である確率を求めよ。

【補充指導】

組合せの計算を教科書で確認させ

たり，補助黒板で説明したりした。

【深化指導】
ｱ二つの問を比較して，その違いについて考えさせる場を設定した。
互いに排反である事象の場合(図24)と排反でない事象の場合(図25)にお
ける確率の加法定理について，図と式を関連させながら二つの違いに気
付き，集合で学んだ知識を応用してペアで説明し合うことができていた。

Ａ Ｂ

Ａ：３の倍数である事象
Ｂ：５の倍数である事象

Ａ Ｂ

Ａ：２個とも白球が選ばれる事象
Ｂ：２個とも赤球が選ばれる事象
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